
令和５年１２月市議会定例会議 

建 設 水 道 常 任 委 員 会 資 料 
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8款 土木費 3項 河川費

目

細目

2

○ 河川土砂浚渫事業費（河川土砂浚渫事業）

　市で管理する準用河川、普通河川について、緊急浚渫推進事業債を活用し、土砂浚渫・伐木等を計画的に行うことで、

河川等の適切な維持管理を図り、浸水対策及び環境保全を行う。

事業実施箇所

1 8

2 9

3 10

4 11

5 12

6 13

7 14

河川維持費

補正前の額 補 正 額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳

71,835  50,000  

説 明
地 方 債 そ の 他 一 般 財 源国県支出金

河 川 課

- - 補正予算説明書

歳入　Ｐ．６
歳出　Ｐ．９-

-

河川名

普通河川　下浅川

-

事業費
(千円)

121,835 50,000  

事業内容

-       

普通河川　松塚川

L=250.0m

-       50,000  50,000  50,000  

普通河川　古荒川 L=300.0m 1,300   

河川災害緊急対策事業費

地区河川名No

準用河川　胡桃川 5,000   

No

準用河川　馬川

5,500   

数量

1,000   

1,300   

事業費
(千円)

事業内容

数量 内容

L=30.0m

L=25.0m

内容

普通河川　清水川

地区

渡利

東部

吉井田

北信

飯野 普通河川　山田川 L=50.0m 2,000   

土砂浚渫
伐木等

準用河川　くるみ川 L=500.0m

7,000   

準用河川　境川 L=200.0m

北信

準用河川　耳取川 L=100.0m

5,000   

飯野

普通河川　渋川

5,000   

吾妻 普通河川　大堀川 L=190.0m 5,000   

土砂浚渫
伐木等

松川

松川

信夫

信夫

1,300   

1,300   

1,300   

L=130.0m

L=260.0m

吾妻

L=100.0m

普通河川　内川 L=500.0m

信夫 普通河川　平石川

8,000   

L=50.0m
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河川土砂浚渫 実施状況

胡桃川

猫渕川

河　　川　　課

河川土砂浚渫事業 位置図
N

松塚川

施工箇所

実施済箇所

凡　　　　　　例

くるみ川

胡桃川

耳取川

渋川

境川

下浅川

内川

大堀川

平石川

古荒川

山田川

清水川

馬川

施工前

施工後

施工前

施工後
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8款 土木費 3項 河川費

目

細目

4

○ もにわの湯管理費

　源泉ポンプの老朽化により汲み上げる湯量が著しく低下したため、湯の供給に支障をきたし施設の一部を閉鎖していることから、

通常営業を行うため、設備の更新費用を要求するものである。

14,200  

河 川 課

- 14,200  補正予算説明書

歳出　Ｐ．１０茂庭広瀬公園施設管理費 48,295  14,200  62,495  - - -

水資源対策費 75,572  14,200  89,772  - -

補正前の額 補 正 額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳

説 明
国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

利用者の推移 （単位：人）

H30 R1 R2 R3 R4

年間利用者数 83,641 75,101 51,913 62,678 68,122

源泉ポンプ断面図 源泉ポンプ写真

源泉ポンプ

温泉槽

もにわの湯平面図 （源泉ポンプルート）

源泉ポンプ（SP8A-44 φ40×7.5kw）

吐出量
(㎥/min)

全揚程
(m)

吐出量
(㎥/min)

全揚程
(m)

150 40 7.5 0.09 206 0.183 103

井戸径
(mm)

ポンプ口径
(mm)

出力
(kw)

要　　　目
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8款 土木費 2項 道路橋りょう費

目

細目

2

○ 浜田町春日町線（五老内町工区）改良工事費（経済対策） 23,000　千円

本路線は、福島第二小学校の通学路（通学路交通安全プログラム要対策箇所）であることから、
事業の進捗を図り、早期完成を目指すため国の補正予算を活用し経費を追加するもの。

《事業費》 《補正予算による事業内容》

補正前の額 補 正 額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳

説 明
国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

10,300     -          

交通安全施設整備費 152,964    23,000     175,964    12,650     10,300     

交通安全施設整備国庫補助事業費 37,000     23,000     60,000     12,650     50         

道 路 建 設 課

-          50         補正予算説明書(追加)

 歳入　Ｐ．５、６
 歳出　Ｐ．１９

工事費 用地費 補償費 委託料 国・県 地方債 その他 一  般

現  計 - - - - - - - - -

実  施 23,000 22,000 - - 1,000 12,650 10,300 - 50

補  正 23,000 22,000 - - 1,000 12,650 10,300 - 50

区  分 事業費
事業費内訳 財源内訳

（単位：千円）

区  分 事業内訳

現  計  －

実  施  改良工　73m、台帳整備　1式

補  正  改良工　73m、台帳整備　1式
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浜田町・春日町線（五老内町工区)改良工事費 2 20

全
体

市道浜田町・春日町線（五老内町工区）道路改良事業 位置図

全体計画 L=73m W=11.0m

（仮称）

市民センター

福島第二

合同庁舎

区分 事業内訳

補正
改良工　73ｍ
台帳整備  1式

凡　例

施行区間

過年度
施行済

次年度以降
施行予定

標 準 断 面 図

福島競馬場

福島第二小学校

橘高校

福島市役所
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8 款 土木費 2 項 道路橋りょう費

目

細　　目

歳入 Ｐ．５、６

歳出 Ｐ．１９

○舗装修繕事業費（経済対策） 千円

道 路 保 全 課

8,800       -       13          

17,626     

8,800       -       174         
補正予算説明書（追加）

防災・安全交付金事業費 60,000      17,626       77,626      8,813       

3 道路維持費 1,355,468   17,787       1,373,255   8,813       

（ 単位 ： 千円 ）

補正前の額 補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳

説　　　明
国県支出金 地方債 その他 一般財源

　国の「防災・減災・国土強靭化のための５ヶ年加速化対策」に基づき、定期点検等により修繕が必要と判断された防災上重要な
道路における舗装工事を防災・安全交付金事業を活用し実施するものである。

現計予算 -        -           -         -           -           -           -           

13          位置図　Ｐ．８補 　正 -        17,626      17,626    8,813       8,800       -           

実 　施 -        17,626      17,626    8,813       8,800       -           13          

区分
事業費内訳 財源内訳

摘　　要
委託料 工事請負費 計 国・県 起　債 その他 一般財源
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凡 例

施工区間

市道下染屋・大沢線 舗装修繕事業位置図

花

見

山

公

園

至 R114号

市道下染屋・大沢線 L=170ｍ W=7m A=1,200㎡
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8款 土木費 2項 道路橋りょう費

目

細目

4

○ 鳥川大笹生線改良工事費（経済対策） 610　千円

本路線は、福島大笹生ＩＣや道の駅ふくしま、福島おおざそうインター工業団地に隣接し、本市の経済・産業・観光を支える重要な幹線道路で
あることから、事業の進捗を図り、早期完成を目指すため国の補正予算を活用し経費を追加するもの。

《事業費》 《補正予算による事業内容》

○ 鳥川大笹生線（佐倉下工区）改良工事費（経済対策） 232　千円

本交差点は、佐倉工業団地・佐倉西工業団地の物流ルートとして利用されているが、曲線半径が小さく大型車両の通行に支障を来たしていることから、
早期に交差点の改良工事を実施し改善を図るため、国の補正予算を活用し経費を追加するもの。

《事業費》 《補正予算による事業内容》

道 路 建 設 課

119        

-          119        補正予算説明書(追加)

 歳入　Ｐ．５、６
 歳出　Ｐ．１９400        -          

道路新設改良費 445,943    1,098      447,041    579        400        

社会資本整備総合交付金事業費 258,500    1,098      259,598    579        

補正前の額 補 正 額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳

説 明
国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

（単位：千円）

区  分 事業費

工事費 用地費 補償費 委託料 国・県 地方債 その他 一  般

現  計 - - - - - - - - -

実  施 610 610 - - - 335 200 - 75

補  正 610 610 - - - 335 200 - 75

財源内訳事業費内訳 区  分 事業内訳

現  計  －

実  施  改良工　1式

補  正  改良工　1式

（単位：千円）

区  分 事業費

工事費 用地費 補償費 委託料 国・県 地方債 その他 一  般

現  計 - - - - - - - - -

実  施 232 - - 232 - 116 100 - 16

補  正 232 - - 232 - 116 100 - 16

事業費内訳 財源内訳 区  分 事業内訳

現  計  －

実  施  補償　1式

補  正  補償　1式
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8款 土木費 2項 道路橋りょう費

○ 椿沢線改良工事費（経済対策） 256　千円

本路線は、飯野町と川俣町を結ぶ重要な路線であることから、事業の進捗を図り、
早期完成を目指すため国の補正予算を活用し経費を追加するもの。

《事業費》 《補正予算による事業内容》

道 路 建 設 課

工事費 用地費 補償費 委託料 国・県 地方債 その他 一  般

現  計 - - - - - - - - -

実  施 256 - - - 256 128 100 - 28

補  正 256 - - - 256 128 100 - 28

区  分 事業費
事業費内訳 財源内訳

（単位：千円）

区  分 事業内訳

現  計  －

実  施  用地測量　1式

補  正  用地測量　1式
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道の駅

第１期工業団地

第１期工業団地
県
道
折
戸
笹
谷
線

２工区

全体計画 Ｌ=９４５ｍ Ｗ=１２.５ｍ

１工区

第２期工業団地

市道鳥川・大笹生線 道路改良事業 位置図

区分 事業内訳 凡　例

補正 改良工　1式 施行区間

過年度
施行済

次年度以降
施行予定

全体計画 Ｌ=９６４ｍ Ｗ=１２.５ｍ
標 準 断 面 図
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佐 倉
工業団地

日 東 紡 績 福 島 第 二 工 場

全体計画 交差点改良工 Ｎ＝1箇所

市道鳥川・大笹生線（佐倉下工区）道路改良事業 位置図

施行区間

区分 事業内訳

補正  補償　1式

凡　例

過年度
施行済

次年度以降
施行予定

標 準 断 面 図

- 12 -



市道椿沢線 道路改良事業 位置図

川俣町施行区間

全体計画 Ｌ＝５９７ｍ W=7.00m

飯野支所

施行区間

過年度
施行済

次年度以降
施行予定

区分 事業内訳

補正 用地測量　1式

凡　例

１工区 Ｌ＝４９０ｍ Ｗ=８.７５ｍ

標 準 断 面 図
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8 款 土木費 2 項 道路橋りょう費

目

細　　目

歳入 Ｐ．５、６

歳出 Ｐ．１９

○長寿命化修繕事業費（経済対策） 千円

（ 単位 ： 千円 ）

補正前の額 補正額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳

説　　　明
国県支出金 地方債 その他 一般財源

道路メンテナンス事業 600,000     124,000      724,000     68,200      

5 橋りょう維持費 724,285     124,000      848,285     68,200      

55,800      -       -           

124,000 

55,800      -       -           
補正予算説明書（追加）

道 路 保 全 課

1

2

3

4

5

6

橋　梁　名 市道名 事業内容 事業費 委託料 工事費 負担金

北焼野大橋 小田・荒井線 (工事)補修・補強工事 80,000 0 80,000 0

野地橋 野地・東吾妻線 (工事)橋面舗装、高欄取替 20,000 0 20,000 0

0

堀切橋 堀切・北線 (設計)補修設計 4,900 4,900 0 0

古川橋 古川線 (工事)ひび割れ補修 10,000 0 10,000

0

窟沢橋 西久保・清水内線 (設計)補修設計 4,200 4,200 0 0

新栄橋 松川畑・段ノ腰線 (設計)補修設計 4,900 4,900 0

計 124,000 14,000 110,000 0

事業費内訳 財源内訳
摘　　要

委託料 工事請負費 計 国　費 起　債 一般財源

-           位置図　Ｐ．１５

55,800      -           

補　　正 14,000      110,000     -           124,000     68,200      55,800      

-           -           -           

実　　施 14,000      

区分

110,000     -           124,000     68,200      

負担金

現計予算 -           -           -           -           

本市が管理する橋梁の健全度及び耐震性能向上を図るため、福島市橋梁長寿命化修繕計画により計画的に延命化を

進めているが、国の補正予算を活用し修繕工事を行うものである。
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○道路メンテナンス事業

２ 野地橋

１ 北焼野大橋

陸上自衛隊

福島駐屯地

幕川温泉

３ 古川橋

野地温泉

岡山小学校

４ 堀切橋

５ 新栄橋

６ 窟沢橋

平石小学校

東
北
自
動
車
道

施工箇所 山田字上赤仁井田

施工箇所 土湯温泉町字鷲倉山

施工箇所 山口字古川

施工箇所 松川町金沢字狐山

施工箇所 鎌田字卸町

施工箇所 平石字柳橋
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8款 土木費 4項 都市計画費

目

細目

3

◇社会資本整備総合交付金事業費

○ 太平寺岡部線（御山町工区）改良工事費（経済対策） 28,100　千円

本路線は、国道１３号と国道４号を連絡する中心市街地北部の東西を結ぶ幹線道路であり、事業の進捗を図るため国の補正予算を活用し
経費を追加するもの。

《事業費》 《補正予算による事業内容》

○ 曽根田町桜木町線（宮下町工区）改良工事費（経済対策） 50,000　千円

本路線は、国道１３号から市道杉妻町・御山線（通称：県庁通り）を結ぶ市中心部の東西の重要な幹線道路であり、
事業の進捗を図るため国の補正予算を活用し経費を追加するもの。

《事業費》 《補正予算による事業内容》

道 路 建 設 課

50         

県事業負担金 21,002     8,000      29,002     -          8,000      -          -          

補正予算説明書(追加)

 歳入　Ｐ．５、６
 歳出　Ｐ．２１

社会資本整備総合交付金事業費 188,900    78,100     267,000    41,550     36,500     -          

街路事業費 252,031    86,392     338,423    41,550     

説 明
国県支出金 地 方 債 そ の 他 一 般 財 源

補正前の額 補 正 額 計
補 正 額 の 財 源 内 訳

44,500     -          342        

工事費 用地費 補償費 委託料 国・県 地方債 その他 一  般

現  計 - - - - - - - - -

実  施 28,100 28,100 - - - 14,050 14,000 - 50

補  正 28,100 28,100 - - - 14,050 14,000 - 50

区  分 事業費
事業費内訳 財源内訳

（単位：千円）

区  分 事業内訳

現  計  －

実  施  改良工　20m

補  正  改良工　20m

工事費 用地費 補償費 委託料 国・県 地方債 その他 一  般

現  計 - - - - - - - - -

実  施 50,000 50,000 - - - 27,500 22,500 - -

補  正 50,000 50,000 - - - 27,500 22,500 - -

（単位：千円）

区  分 事業費
事業費内訳 財源内訳 区  分 事業内訳

現  計  －

実  施  改良工　70m

補  正  改良工　70m
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福島税務署

ハローワーク

NCVアリーナ

国
道
１
３
号

全体計画 Ｌ=４５０ｍ Ｗ=２５.０ｍ

施行区間

区分 事業内訳

補正  改良工　20m

凡　例

過年度
施行済

次年度以降
施行予定

（都）太平寺岡部線（御山町工区） 道路改良事業 位置図

標 準 断 面 図
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標準横断図

（都）曽根田町桜木町線（宮下町工区） 道路改良事業 概要図

標準横断図

全体計画 Ｌ=３４６ｍ Ｗ=１５.０ｍ

福島大学附属小学校

国
道
１
３
号

橘高校

施行区間

区分 事業内訳

補正  改良工　70m

凡　例

過年度
施行済

次年度以降
施行予定

(都)曽根田町桜木町線(宮下町工区) 道路改良事業 位置図

標 準 断 面 図
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8款 土木費 4項 都市計画費

◇県事業負担金

○ 栄町大笹生線改良工事費（経済対策） 8,000　千円

福島県で施行する土木建設事業経費について、国庫補助事業費の令和５年度補正予算に対応するため経費を追加するもの。

《事業費》 《補正予算による事業内容》

道 路 建 設 課

国・県 地方債 その他 一  般

現  計 - - - - -

実  施 8,000 - 8,000 - -

補  正 8,000 - 8,000 - -8,000

8,000

-

負担金

事業費内訳
区  分 事業費

（単位：千円）
財源内訳 区  分

現  計

実  施

補  正  歩道橋上部工　1橋、改良工　60m

 歩道橋上部工　1橋、改良工　60m

 －

事業内訳
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１工区 Ｌ=３２５ｍ Ｗ=１５.０ｍ

施行区間

区分 事業内訳

補正
歩道橋上部工　1橋
改良工　   　 60m

凡　例

過年度
施行済

次年度以降
施行予定

県事業負担金【栄町大笹生線】 位置図

上松川橋

清水小学校
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事故発生場所（位置図） ▼事故現場（全景） ▼事故現場（側溝拡大） 

（議案書 Ｐ．８５） 

専決第２６号 損害賠償の額の決定並びに和解の件 

 

１ 事故発生の日時   令和５年５月２８日（日）午後３時３０分頃 

２ 事 故 状 況 等   相手方が福島市郷野目字宝来町３３番１地先（市道宝来町１号線路上）を歩行中、側溝の段差を踏み外した際、

転倒し右手を負傷した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路 政 課 

事故発生状況（平面図） 事故発生状況（断面図） 

側溝の段差 

市道を歩行中、側溝の段差を踏み外した際、

転倒し、右手を負傷した。 

側溝の段差 

深さ ７ｃｍ 

事故発生場所 

(側溝) 

市道宝来町１号線 

市道宝来町１号線 

側溝 

側溝 

側溝 

側溝の段差 

市道宝来町１号線 

  

大森川 

国道１１５号 

県道水原福島線 

線 

事故発生場所 

市道南町・浅川線 

市道宝来町１号線 

- 21 -



事故発生場所（位置図） 事故現場（全景） 

↑被害状況(左前輪の

タイヤ及びホイール） 

↑被害状況(左後輪の

タイヤ及びホイール） 

事故現場（ポットホール拡大） 

↑
被
害
状
況 

(

リ
ヤ 

フ
ロ
ア 

ア
ン
ク 
カ
バ
ー
） 

↓
被
害
状
況
（
フ
ロ
ン
ト
バ
ン
パ
ー
） 

（議案書 Ｐ．８６） 

専決第２７号 損害賠償の額の決定並びに和解の件 

 

１ 事故発生の日時   令和５年６月２３日（金）午前１０時２２分頃 

２ 事 故 状 況 等   相手方車両が福島市立子山字三牧長３番９地先（市道下染屋・大沢線路上）を走行中、路面に発生したポット

ホールを通過した際、左前後輪のタイヤ及びホイール等を破損した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  路 政 課 

市道下染屋・大沢線 

ポットホールの寸法 

縦  １２０ｃｍ 

事故発生状況（平面図） 

市道下染屋・大沢線 

事故発生状況（断面図） 

市道下染屋・大沢線 

市道下染屋・大沢線 

ポットホール 

市道を走行中、路面に発生したポットホールを通過した際、

左前後輪のタイヤ及びホイール等を破損した。 

↑事故車両（全景） 

ポットホール 

ポットホール 

事故発生場所 

（ポットホール） 

至
大
波 

至
立
子
山 

畑小屋 

事故発生場所 
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